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２０２６年４月 全国百貨店売上高概況 
２０２６年５月２５日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額            ４，４２１億円余 

２．前年同月比（増減率）  

（１）全  国            ５.２％（店舗数調整後／４か月連続プラス） 

   ①１０都市（10 地区）       ６.９％（店舗数調整後／４か月連続プラス） 

   ②１０都市以外（7 地区） －０.８％（店舗数調整後／６か月連続マイナス） 

（２）国  内         ３.７％（店舗数調整後／９か月連続プラス） 

（３）インバウンド（免税売上） １８.３％（店舗数調整後／２か月連続プラス）※ 

 
   ※インバウンド（免税売上）は、別紙「免税売上高・来店動向」参照 

【特 徴】 
４月の売上高は 5.2％増となり、4 か月連続で前年実績を上回った。インバウンド売上が二

桁増と高伸した他、国内顧客売上も 3.7％増と堅調に推移した。全国的に気温が高めに推移し

たことから、春物衣料品や雑貨が好調だった他、宝飾・時計等の高額商材の動きも活発だっ

た。また、各社が実施した物産展や食品催事等の施策が奏功し、来店促進に寄与した。 

インバウンド（免税売上）：円安基調が継続する中、購買単価の上昇が売上を牽引し、売上

高 520 億円（18.3％増/シェア 11.8％）と 2 か月連続プラス。購買客数は 49.1 万人（6.0％

減/6 か月連続）とマイナスも、減少幅は前月より 6.3 ポイント改善。中国は購買客数が約

3 割減も、売上高は約 2％減まで回復。台湾、韓国、東南アジア等他国売上が伸長。 

国内市場：3.7％増（シェア 88.2％）と 9 か月連続プラス。10 都市は 5.1％増となり、仙台を

除く 9 地区で前年実績を上回った。地方（10 都市以外の 7 地区）は 0.8％減と 3 か月連続マイ

ナス。 

都市（10 都市）［免税売上含む］： 10 地区全地区プラス。身のまわり品、雑貨が二桁増と高伸。 

地方（10 都市以外の 7 地区）［免税売上含む］： 関東、近畿の 2 地区で前年を上回ったが、衣料

品や身のまわり品の動きが鈍く、6 か月連続マイナス。 

商品別：主要 5 品目全て前年を上回った。主力の衣料品は、春物商材が堅調に推移し、婦人

服ではブラウス、カットソーに加え、パンツやスカートも動きが見られた。身のまわり品

は、ラグジュアリーブランドの靴、バッグが好調。雑貨は、株高や不動産価格上昇等を背

景とした高額品需要の強さが継続し、9 か月連続プラス。化粧品はインバウンド需要の回

復に加え、春の行楽・新生活需要もあり、3 か月ぶりにプラス転換。食料品は各種催事が

堅調に推移し、国内顧客を中心とした来店増に寄与。 

 

【要 因・その他】 
   (1) 天 候 ： 気象庁発表「４月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇気温は、暖かい空気に覆われやすく、全国的にかなり高かった。全国的に天気は数日の周期で変化し、東日本太平洋側

と西日本を中心に低気圧や前線の影響を受けやすかったため、曇りや雨の日が多かった。日照時間は、西日本日本海側と

西日本太平洋側でかなり少なく、東日本太平洋側では少なかった。 

(2) 営業日数増減     ２９.９日（前年同月比 ±０.０日） 

(3) 土･日･祝日の合計     ９日（  〃    ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数９８店舗） 

     ①増加した：３９店、②変化なし：２４店、③減少した：３５店 

  (5) 調査対象百貨店 ６８社 １７２店 （本年３月対比：±０店）（前年同月比：－２社－６店） 

  (6) 総店舗面積   ４,３４７,６５８㎡ （前年同月比：－３.０％） 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 442 ,155 ,456 100 .0 5 .2 (　4 .5 )

10都市 349 ,894 ,303 79 .1 6 .9 (　6 .0 )

札幌 11,630,144 2.6 5.8 (　5.8)

仙台 5,510,281 1.2 0.4

東京 136,099,366 30.8 7.4

横浜 27,092,654 6.1 3.9

名古屋 30,233,050 6.8 6.9 ( -3.1)

京都 21,686,596 4.9 7.2

大阪 79,563,649 18.0 7.1

神戸 12,279,149 2.8 7.9

広島 6,326,860 1.4 9.2

福岡 19,472,554 4.4 8.1

10都市以外の地区 92 ,261 ,153 20 .9 -0 .8 ( -0 .8 )

東北 3,582,105 0.8 -5.0

関東 41,796,081 9.5 0.1

中部 5,228,139 1.2 -9.1

近畿 15,007,900 3.4 3.8

中国 6,787,204 1.5 -0.7

四国 5,017,635 1.1 -0.8

九州 14,842,089 3.4 -3.3 ( -3.6)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 442 ,155 ,456 100 .0 5 .2 (　4 .5 )

紳士服・洋品 23,465,862 5.3 0.7 ( -0.1)

婦人服・洋品 85,179,715 19.3 4.3 (　3.8)

子供服・洋品 8,853,679 2.0 -2.3 ( -3.7)

その他衣料品 5,562,841 1.3 0.1 ( -1.5)

衣　　料　　品 123 ,062 ,097 27 .8 2 .9 (　2 .2 )

身のまわり品 78 ,511 ,512 17 .8 9 .5 (　9 .1 )

化粧品 39,530,694 8.9 2.3 (　1.8)

美術・宝飾・貴金属 52,238,680 11.8 19.6 (　19.2)

その他雑貨 12,321,867 2.8 2.2 (　0.2)

雑　　　　　　貨 104 ,091 ,241 23 .5 10 .3 (　9 .6 )

家　　具 3,361,495 0.8 -8.0 ( -9.3)

家　　電 1,978,640 0.4 19.7 (　19.7)

その他家庭用品 8,941,991 2.0 0.3 ( -0.6)

家　庭　　用　品 14 ,282 ,126 3 .2 0 .4 ( -0 .5 )

生　鮮　食　品 15,255,430 3.5 -1.9 ( -2.5)

　菓　　子　 30,011,160 6.8 2.9 (　2.1)

　惣　　菜　 24,332,626 5.5 1.1 (　0.6)

その他食料品 26,729,804 6.0 0.0 ( -0.8)

食　　　料　　　品 96 ,329 ,020 21 .8 0 .9 (　0 .2 )

食　堂　　喫　茶 9 ,309 ,228 2 .1 -0 .5 ( -3 .7 )

サ　ー　　ビ　ス 4 ,196 ,196 0 .9 9 .1 (　8 .9 )

そ　　の　　他 12 ,374 ,036 2 .8 6 .0 (　3 .7 )

商　　　品　　　券 4 ,583 ,907 1 .0 -6 .7 ( -7 .1 )

全国百貨店　売上高速報 2026年4月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地 区 別 の 動 き  

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 ６.９ ５.４ ４か月連続プラス 

札 幌 ５.８ ０.２ ２か月連続プラス                                                                         

仙 台 ０.４ ０.０ ２か月ぶりプラス 

東 京 ７.４ ２.２ ４か月連続プラス 

横 浜 ３.９ ０.２ ５か月連続プラス 

名古屋 ６.９ ０.５ ９か月連続プラス 

京 都 ７.２ ０.３ ４か月連続プラス 

大 阪 ７.１ １.３ ２か月連続プラス 

神 戸 ７.９ ０.２ ９か月連続プラス 

広 島 ９.２ ０.１ ４か月連続プラス 

福 岡 ８.１ ０.３ ４か月連続プラス 

10 都市以外の地区 －０.８ －０.２ ６か月連続マイナス 

東 北 －５.０ －０.０ ９か月連続マイナス＊ 

関 東 ０.１ ０.０ ３か月ぶりプラス 

中 部 －９.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

近 畿 ３.８ ０.１ ２か月連続プラス 

中 国 －０.７ －０.０ ５か月連続マイナス＊ 

四 国 －０.８ －０.０ ４か月ぶりマイナス 

九 州 －３.３ －０.１ ８か月連続マイナス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 

【前年同月比（増減率）推移】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年
4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2026年
1月

2月 3月 4月

全 国 -4.5 -7.0 -7.8 -6.2 2.6 1.4 4.3 0.9 -1.1 2.3 1.6 3.2 5.2

10 都 市 -5.1 -8.4 -8.5 -6.9 2.9 3.2 5.5 1.2 -0.4 2.9 2.2 4.7 6.9

10 都市 以外 -2.1 -1.6 -5.0 -3.4 1.4 -5.2 0.1 -0.2 -3.6 -0.1 -0.9 -1.9 -0.8

国 内 -1.0 -0.8 -2.8 -1.8 3.5 1.6 3.9 1.3 0.6 5.5 4.0 3.0 3.7
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Ⅲ．商 品 別 の 動 き  

 

主要５品目は全てプラスとなり、雑貨は二桁増となった。 

その他の品目は紳士服・洋品が２か月ぶり、化粧品が３か月ぶり、美術・宝飾・貴金属、 

菓子が９か月連続でプラスとなったが、子供服・洋品が２か月連続、生鮮食品が２５か 

月連続でマイナスとなった。 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 ５.２ ― ４か月連続プラス 

紳士服・洋品 ０.７ ０.０ ２か月ぶりプラス 

婦人服・洋品 ４.３ ０.８ ４か月連続プラス 

子供服・洋品 －２.３   －０.０ ２か月連続マイナス 

その他衣料品 ０.１ ０.０ ２か月ぶりプラス 

衣料品 ２.９ ０.８ ３か月連続プラス 

身のまわり品 ９.５ １.６ ４か月連続プラス 

化粧品 ２.３ ０.２ ３か月ぶりプラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 １９.６ ２.０ ９か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ２.２ ０.１ ２か月ぶりプラス＊ 

雑貨 １０.３ ２.３ ９か月連続プラス 

家具 －８.０ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

家電 １９.７ ０.１ ２か月連続プラス 

その他家庭用品  ０.３ ０.０ ６か月ぶりプラス 

家庭用品 ０.４ ０.０ ２か月連続プラス 

生鮮食品 －１.９ －０.１ ２５か月連続マイナス＊ 

菓子 ２.９ ０.２ ９か月連続プラス＊ 

惣菜 １.１ ０.１ ７か月連続プラス＊ 

その他食料品 ０.０   －０.０ ６か月連続マイナス＊ 

食料品 ０.９ ０.２ ４か月連続プラス 

食堂喫茶 －０.５ －０.０ ２か月連続マイナス 

サービス ９.１ ０.１ ２か月ぶりプラス 

その他 ６.０ ０.２ ５か月連続プラス 

商品券 －６.７ －０.１ ２６か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 青 柳  ま で  

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 
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